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6)前立腺肥大をこよる下肢の浮腫 をみた 且例

政二 文明 e轟野 達郎 (桑名病院循環器科)

症例は72才男性 しだいに遊行するF数の浮腰で受診.

前医で利尿剤を授与される魁むしろ増悪 Lた.心機能に

異常なく,アルブミソの軽度低下以外闘 怠,腎,肝機能,

擬同系鮎異常はみられなかった書下肢豪産静脈の怒張な

し. F:妓ハ tくII,'ン十十て両側ハ人伏在静脈し')閉塞JT>:

認人里二.順郡 (Tl'て聴粧した郡侶二拡張 し.艶味は 抑11111

であった｡泌尿器科検査にて前立腺肥大による不完全尿

閉がみられたため,フ*-レカテ--テルを留置したとこ

ろき3K鍔の極意減少とと屯に浮腫の消遇を得た,留置

2日後チ胸痛,動脈血酸素波度の低下が出現予肺血流シ

ンチグラムで肺野の血流欠損健をと鮎なった.肺血栓塞

栓症状は速やかに改善 し 前立腺肥大の治療後は浮厳の

再燃は見られていない.

7)燕下性失神U)2例

付京 司･小山 仙
石黒 淳司･宮島
佐藤 此仁 ･岡部 慧表 ∈姦韻慧謂 院)

燕下をこ伴う迷走神経反射の病的克避により生 L:る燕下

性失神の2例を経験 した,症例 且は6項歳,女性で,食事

中に眼前暗黒感が幾度となく出現 L,朝食中に30秒程度

下部gj圧迫をこよる食道内圧上界虻より洞停止をきたL,

杭幣lZ'トー.Ti:･_ン 17nlL,静汁に.しり.-;巨冊 71機 能抑制は

I.)こlCinL,:p)0t叩rl11し')実施にて∴ 刷;';lL時(･7)ifT川三低 トを,

えることができた←蜜た,症例 2は18歳,身性で,水分

を取らずに急いで食事を詰め込んだときに30秒程度約束

神を合計こi回認冊 ∴ 十.i'L-一心′姐耳目･_.経E】摂取畔に

･致 してこi.19秒し･')TE:.)i度房圭-/tTL･′′′;I/認人L)だ. しかし.

食道内圧上昇試験にて,房室ブロックの誘発は縛られな

胸部 CT 共をこ異常なく,心筋虚血の所見もなかった,

治療は2症例とも人工ペ-又メ-カ叫を植え込み,失神

発作は消失 している.

8)手術をこより救命しえた心室破裂の1例
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症例｣上(i7歳里性,I.-ト1年!‖)20日牛後11時頃.断続的

な胸痛で発症,9月21日午前7時,救急外来を受診.初

診時,収縮期血圧 60111711Hg,心拍数 1ニi()hpn1.(､t)lく

は 1082,心電図,心ユニ1-より後壁側壁心筋梗塞の診

断でÅ院.胸痛の持続を認動 力テコラミソ製剤の併用

下で冠動脈造影を施行.Seg且3の完全閉塞を認め,同

部に (liI･し~､し､tlyl､('̂ を施行.i.行う後卓.)血圧｣紺両町tトト

ⅠABP を開始.心ユニ1--土 心廃液の増慶を認私 心

タンボナ--デの診断にて開胸術を施行.心嚢内に凝血塊

とぬ液を認め,左室緩壁の出血性梗塞,浸出塾心室破裂

と診断きれた.心室壁に穿孔,亀裂等は認められなかっ

た.止血術, 卜ル ナ-ジを施行,直後から血行動態は安

息 その後の経過は良好であった.10月且3乱 心雄カテ-

テル検査を施行,左宣下蟹に径約 五cm の心室癖を認

め,左回旋枝 se琵ま4から同心室境内への造影剤の漏出

を認めた.心筋梗塞後に合併した仮性ib賓癖と考えられ

た.保存的に経過観察中である▲

TI. テー マ演題 ｢他疾患に合併 Lた心疾

患｣

H 術前 ステロイ ド授与を要 した全身性疾鷹粟

合併 Lた開心術症例の検討
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昭治 を新潟大学第二外科)

術前ステロイド､加療を要 した全身性疾患に後天性心疾

患を合併 した3症例-の外科治療をこついて報告する.症

例 且:Behcet病+AR ⅣOの46歳 さ男性に対 して,ス

カ- 卜付き代用弁による AVR を施行 した.症例 2:

Sl-I:.+ん.＼l･:十八lt mこ.ハ･1(1歳 ･女̀性に対 して,CこIbtl01

手術を施行 した.症例こう:Aortitissyn(lr川lle+Aft

Lro+LMT99%狭窄十両側頭動脈狭窄の40歳 や女性に

対して,'冠状動脈入Il部し'lPunCh川】1-Î orlo-心illLlrl.

bypass+大動脈弁輪形成を施行 した▲手術に際 しては,

ステUイド投射こよる組織の脆弱化,治癒障害性に対す

る工夫,および術後炎症の再燃に対せる工夫を講 じた.


